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ベントナイトに砂を混合した材料でベントナイトペレットを作製し、埋戻し材として流し込み施工した場

合の充てん密度を、小型容器への充てん試験で把握した。 
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1. 緒言 

放射性廃棄物処分施設のうち PEM 施工における埋戻し材は、掘削ズリや砂に 50％程度ベントナイトを混

合した材料が候補として考えられている[1]。狭隘な空間での施工を考慮すると、締固めなどを行わず、所定

位置に埋戻し材を投入（流込み）するだけで施工できることが有利である。筆者らは、粉体のベントナイト

をあらかじめ球形の高密度なベントナイトペレットに成形し、それを掘削ズリや砂と混合して所定位置に流

し込む施工方法を検討してきた[2]。ベントナイトペレット自体に所定割合の砂が混合されていれば、施工時

の混合工程が省略でき、施工のさらなる効率化が期待できる。 

2. 実験 
2-1. 砂混じりベントナイトペレットの製作 

ベントナイトにはクニゲル V1（クニミネ工業製）を、砂にはコン

クリート用細骨材を用いた。混合割合を 50wt%とし、含水比 8.7%
にあらかじめ水分調整した材料をブリケット方式でペレット化し

た。ブリケットマシンには、ブリケッタ BGS-ⅢN（新東工業製）を

用いた。仕様はロール直径:228 mm, ポケット：28 mm×18 mm×4 
mm（アーモンド形）である。写真 1 に製作したべレットの外観を

示す。シリコンオイル置換法により、ペレット単体の密度を測定し

た結果、平均して湿潤密度 2.35 Mg/m3、乾燥密度 2.19 Mg/m3であっ

た。砂を除き有効粘土密度に換算すると 1.87 Mg/m3である。 
2-2. 砂混じりベントナイトペレットの充てん試験 

製作したベントナイトペレットの充てん密度を、充てん試験により確認し

た。直径 100 mm×高さ 127 mm の金属製の円筒容器を用いた。容器上部か

らペレットを流し込み、振動などは与えなかった。試験の結果、充てん密度

1.16 Mg/m3が得られた（写真 2 参照）。換算すると、乾燥密度 1.08 Mg/m3、

有効粘土密度 0.68 Mg/m3 となる。また、充てん率（容器中でペレットが占め

る体積）は、49.4%である。 
2-3. 埋戻し材への適用性と課題 

充てん実験で得られた充てん密度は有効粘土密度 0.68 Mg/m3 と、ベント

ナイトのみで製造した高密度球形ペレット[3]に砕石を 50wt%混合した埋戻

し材[2]で得られた有効粘土密度 1.05～1.18 Mg/m3 より小さかった。ペレッ

ト製造時の水分調整、加圧力など変えることでペレット自体の密度を高める

ことや、充てん率が高まるようにペレット形状を最適化するなどの改善の余

地があると考えられる。 
3. 結論 

ブリケット法により PEM 施工の埋戻し材を想定した 50wt%砂混じりのベントナイトペレットが製造でき

ることを示した。充てん試験で充てん密度を求めた結果、有効粘土密度 0.68 Mg/m3が得られ、密度を増加さ

せるための改善の余地があることがわかった。 
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写真 1 砂混じりベントナイトペレット 

  写真 2 充てん状況 
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